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第８２回全道メーデー大会について
連日のご健闘に心から敬意を表します。
さて、4月１３日「全道メーデー大会」実行委員会が開かれ、下記の内容で開催されることになりました。５月1日は日曜日ですので全道各単組・総支部にお知らせします。ぜひ、ご家族と一緒にご参加ください。
今回は東日本大震災の救援と震災復興支援の強化を確認する大会となります。また当日は、日本プロ野球選手会のご協力をいただき、「キャッチボール教室」を開催いたします。児童および保護者の参加をお願いいたします。
―開催内容―
＜４月３０日＞
前　夜　祭 （１８：３０～２０：００　会場　／中央区・キリンビール「アーバン店」）
日本プロ野球選手会役員とのチャリティ交流会
（規模　１００名程度＝札幌市近郊単組に依頼）
＜５月１日＞
１．キャッチボール教室（８：３０～１０：００　会場　／中央区・資生館小学校）
　プロ野球選手会メンバーの指導による子ども達との交流（１００名規模）別紙１
２．オープニング （１０：００～１０：４０）
札幌市・大通り西8丁目広場
(1)チャリティ抽選会　抽選と発表
　当選された方につきましては、できれば賞品引き渡しの際に、チャリティ募金をしていただきたいと考えておりますので、小銭の持参をお願いします。
 (2)ステージ上で、日本プロ野球選手会からの連帯あいさつ、
　チャリティボールでの被災地支援金カンパのお願い　
３．大 会 式 典　（１０：４５～１１：４０）デモ行進はありません
メッセージ　別紙２
別紙１
日本プロ野球選手会協賛「キャッチボール教室」の開催について
＝　西崎元投手（元日ハムエース）とキャッチボールをしよう　＝
記
1． 日　　時　　２０１１年５月１日（日）８時３０分～１０時００分
　　　　　　　　受付は８時から開始いたします。
２．場　　所　　札幌市立資生館小学校グラウンドまたは体育館
　　　　　　　　札幌市中央区南３条西７丁目
グラウンド使用の有無については、天候により当日判断いたします。
３．主　　催　　日本労働組合総連合会北海道連合会（連合北海道）
４．服　　装　　運動しやすい服装で参加願います。
５．参加人数　　全体で児童・保護者を含め１００名～１５０名程度を予定しています。
６．申込方法　　別紙申込書に必要事項を記入し、ＦＡＸまたは電話で直接連合北海道に申し込み願います。
７．申込締切　　２０１１年４月２７日（水）
８．来道選手　　西崎幸広氏、水上善雄氏、白井康勝氏、森忠仁氏、寺村友和氏を予定
９．問い合わせ　武田　電話：２１０－００５０
10．その他
（１）キャッチボール教室に参加いただいた児童にはキャッチボール専用球を１個プレゼントいたします。
（２）グランドは天然芝のためスパイクは使用できません。
（３）駐車場はありませんので公共交通機関または近隣の有料駐車場を利用願います。
（４）雨天の場合は体育館を使用いたしますので運動靴を持参願います。
以上
日本プロ野球選手会協賛「キャッチボール教室」参加申込書
＝　西崎元投手（元日ハムエース）とキャッチボールをしよう　＝
連合北海道　道民運動局　宮本　宛
ＦＡＸ：０１１－２７２－２２５５
締め切り：４月２７日（水）
産別名・単組名：　　　　　　　　　　　　　　　　　
	児　童　名
	学　年
	保護者参加氏名
（保護者が参加の場合）
	電話番号

	
	　
	
	

	
	
	　　　

	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（１）キャッチボール専用球をプレゼントいたします。
（２）グランドは天然芝のためスパイクは使用できません。
（３）駐車場はありませんので公共交通機関または近隣の有料駐車場を利用願います。
（４）雨天の場合は体育館を使用いたしますので運動靴を持参願います。
（５）個人情報は「キャッチボール教室」以外に使用いたしません。
別紙２
第８２回メーデー・メッセージ
　第８２回メーデー大会にお集まりの働く仲間とご家族の皆さんに、全道メーデー実行委員会を代表して心から連帯のメッセージを送ります。
　３月１１日に発生した「東日本大震災」は、東北地方を中心に甚大な人的・物的被害をもたらしました。改めて、亡くなられた犠牲者の皆様に心から哀悼の意を表すとともに、この大地震・津波で被災されたすべての皆様に心からお見舞い申し上げます。
　連合北海道は、政府に対し、国民に不安を与えている一部の原子力発電所の事故に対し万全の対策と情報公開の徹底を求めていきます。
　ざらに、労働者保護・雇用確保に向けた対策に安全衛生対策の強化を始め、震災により休業・離職等を余儀なくされた労働者の救済、企業等に対する各種支援策の実施、復興に向けた雇用の創出と各種就職支援対策を積極的に取り組むことを求めていきます。
　私たちは、被災地の悲しみを分かち合い、この甚大被害に対して救援金カンパ活動や現地でのボランティア活動を行なっていますが、支援活動が長期間になることが想定されるため、構成産別、地協・地区連合との連携をさらに密にして、東北地方の復興支援のため、全力で取り組んでいきます。
　現在、私たち働く者を取り巻く環境が雇用不安・所得不安・将来不安など非常に厳しい中、安心して働き、暮らすことのできる「働くことを軸とする安心社会」を実現させるため、組織拡大の取り組みも同時に進め、労働組合の社会的影響力を強めていかなければなりません。
　すべての働く者の連帯で、労働を中心とする福祉型社会と自由で平和な世界をつくるため、ともに頑張りましょう。
　以上、決意をこめて、実行委員会を代表しての激励と連帯のメッセージとします。
　　　　　　　　　　　　　　２０１１年　　月　　日
第８２回全道メーデー大会実行委員会委員長　　
日本労働組合総連合会北海道連合会　　　　　　
会　長　　髙　柳　　薫（たかやなぎ　かおる）
